近年に ない 暑さで ある。 どこ を 見ても、 泥で 固めた 

家々 の 屋根 瓦が、 鉛の やうに 鈍く 日の 光 を 反射して、 

つばめ あんばい 

その 下に 懸けて ある 燕の 巣 さへ、 この 塩梅で は 中に 

むし ころ 

ゐる雛 や 卵 を、 その ま、 蒸 殺して しま ふかと 思 はれる _ 

まして、 畑と 云 ふ 畑 は、 麻で も 黍で も、 皆、 土い きれ 

しほ 

に ぐったりと 頭 を さげて、 何 一 つ、 青い なりに、 萎れ 

てゐ ない もの はない。 その 畑の 上に 見える 空 も、 この 

うんき あ 

頃の 温 気に 中 てられた せいか、 地上に 近い 大気 は、 晴 

あられ ほうろく 

れ ながら、 どんより と 濁って、 その 所々 に、 霰 を 炮烙 



もう 一人 は、 黄色い 法衣 を 着て、 耳に 小さな 青銅の 

しゃう ばう き こ しゃもん 

環 を さげた、 一 見、 象貌 の奇 古な 沙門で ある。 皮膚の 

色が 並 は づれて 黒い 上に、 髪 や 鬚の 縮れて ゐる所 を 見 

ると、 どうも 葱嶺の 西からで も 来た 人間ら しい。 これ 

しゅえ しゅび 

はさつ きから 根気よ く、 朱 柄の 麈尾を ふり ふり、 裸の 

男に たからう とする 虻 ゃ蠅を 追って ゐ たが、 流石に 少 

すやき 

しくた びれ たと 見えて、 今では、 例の 素焼の 瓶の 側へ 

来て、 七面鳥の やうな 恰好 をしながら、 勿体ら しくし 

やがん でゐ る。 

あとの 一人 は、 この 二人から ずっと 離れて、 打 麦 場 

あ 一 J 

の 隅に ある 草 房の 軒下に 立って ゐる。 この 男 は、 頤の 



か、 吠える 声 一 つ 聞えない。 打 麦 場 を 囲んで ゐる麻 や 

黍 も、 青い 葉 を 日に 光らせて、 ひっそり かんと 静まつ 

てゐ る。 それから、 その 末に 見える 空 も、 一 面に、 熱 

ひで リ 

くるしく、 炎 靄 をた、 V よはせ て、 雲の 峰 さへ もこの 旱 

に、 肩 息をついて ゐる のかと、 疑 はれる。 見渡した 所、 

息が 通って ゐる らし いのは、 この 三人の 男の 外にない。 

さう して、 その 三人が 又、 関 帝廟に 安置して ある、 泥 

塑の 像の やうに 沈黙 を 守って ゐる。 …… 

ちゃう ざん 

勿論、 日本の 話で はない。 —— 支那の 長 山と 云 ふ 

所に ある 劉 氏の 打 麦 場で、 或 年の 夏、 起った 出来事で 

ある。 



二 

裸で、 炎天に 寝ころんで ゐ るの は、 この 打 麦 場の 主 

人で、 姓 は 劉、 名 は 大成と 云 ふ、 長 山で は、 屈指の 

そほうか 

素封家の 一 人で ある。 この 男の 道楽 は、 酒 を 飲む 一 方 

さか づき 

で、 朝から、 殆、 盃 を 離した と 云 ふ 事がない。 それ 

す. S まち 、, ち をう 

も、 「独酌す る 毎に 輒 、 一 甕を尽 す」 と 云 ふの だから、 

人並 を は づれた 酒量で ある。 尤も 前に も 云った やうに、 

ふく わく きび う いん 

「負 郭の田 三百 畝、 半 は 黍 を 種う」 と 云 ふので、 飲の 為 

ゎづら お それ 

に 家産が 累 はされ る やうな 惧は、 万々 ない。 



それが、 何故、 裸で、 炎天に 寝ころんで ゐ るかと 云 

ふと、 それに は、 かう 云 ふ 因縁が ある。 その 日、 

そんせん せい 

劉が、 同じ 飲 仲間の 孫 先生と 一 しょに (これが、 

はくう せん へや 

白羽 扇 を 持って ゐた 儒者で ある。) 風通しの い、 室で、 

ちく ふじん もた た、 か 

竹 婦人に 靠れ ながら、 棋局を 闘 はせ てゐ ると、 召使 ひ 

あくわん はう どうじ 

の 丫鬟が 来て、 「唯今、 宝幢 寺と かに ゐ ると 云 ふ、 坊さ 

んが 御見えにな りまして、 是非、 御主人に 御 目に か、 

リ たいと 申します が、 いか >致 しませう ご と 云 ふ。 

「なに、 宝幢 寺？」 かう 云って、 劉 は 小さな 眼 を、 ま 

ぶし さう に、 しばたた いたが、 やがて、 暑さう に 肥つ 

た 体 を 起しながら、 「では、 こ、 へ 御通し 申せ ご と 云 



すると、 蛮 僧が 云った。 「あなたで せうな、 酒が 好き 

なの は ご 

パこ ) JJ1 ナ 

「さやう ご 劉 は、 あまり 問が 唐突な ので、 曖昧な 返事 

をしながら、 救 を 求める やうに、 孫 先生の 方 を 見た。 

孫 先生 は、 すまして、 独りで、 盤面に 石 を 下して ゐ る。 

まるで、 取り合 ふ容子 はない。 

「あなた は、 珍しい 病に 罹って 御 出になる。 それ を 御 

存知です かな ご 蛮 僧 は 念 を 押す やうに、 かう 云った。 

劉 は、 病と 聞いた ので、 けげんな 顔 をして、 竹 婦人 を 

撫でながら、 

「病 —— です かな ご 



そこでと うとう、 劉 も、 こっちから 頭 を 下げて、 「で 

は、 どうか 一 つ、 癒して 頂き ませう ご と 云 ふ 事に なつ 

た。 —— 劉が、 裸で、 炎天の 打 麦 場に ねころんで ゐる 

のに は、 かう 云 ふ I れが、 あるので ある。 

すると 蛮 僧 は、 身動き をして はいけ ない と 云 ふので 

どう ぼく 

劉の 体 を 細引で、 ぐるぐ る卷 にした。 それから、 僮 僕 

の 一人に 云 ひつけて、 酒 を 入れた 素焼の 瓶 を 一 つ、 劉 

の 枕 もとへ 持って来させた。 当座の 行きが かりで、 

そ 1 フ *.J1 フ 

糟邱の 良友た る 孫 先生が、 この 不思議な 療治に 立 合 ふ 

事に なった の は 云 ふまで もない。 

酒 虫と 云 ふ 物が、 どんな 物 だか、 それが 腹の 中に ゐ 



はいると、 しみる もの だと 云 ふ 事 を、 知った ので ある。 

としょ 

そこで、 屠所の 羊の 様な 顔 をして、 神妙に 眼 をつ ぶり 

ながら、 ぢ つと 日に 照りつ けられて ゐ ると、 今度 は、 

顔と 云 はず 体と 云 はず、 上に なって ゐる 部分の 皮膚が、 

次第に 或 痛み を 感じる やうに なって 来た。 皮膚の 全面 

に、 あらゆる 方向へ 動かう とする 力が 働いて ゐ るが、 

皮膚 自身 は、 それに 対して、 毫も 弾力 を 持って ゐ ない。 

それで どこも かしこ も、 ぴ り/ \ する —— とで も 説明 

あせ どころ 

したら、 よから うと 思 ふ 痛みで ある。 これ は、 汗 所の 

苦し さで はない。 劉 は、 少し 蛮 僧の 治療 をう けたの が、 

忌々 しくな つて 来た。 



しかし、 これ は、 後に なって 考 へて 見る と、 まだ 苦 

しくない 方の 部だった ので ある。 —— そのうちに、 喉 

が渴 いて 来た。 劉 も、 曹孟徳 か 誰かが、 前路に 梅林 あ 

りと 云って、 軍士の 渴を 医した と 云 ふ 事 は 知って ゐる _ 

が、 今の 場合、 いくら、 梅 子の 甘酸 を 念頭に 浮べて 見 

て も、 喉の 渴く事 は、 少しも 前と 変リ がない。 頤を動 

うち 

かして 見たり、 舌 を 嚙んで 見たり したが、 口の 中 は 依 

然として 熱 を 持って ゐる。 それ も、 枕 もとの 素焼の 瓶 

がなかったら、 まだ 幾分で も、 我慢が し 易かった のに 

違 ひない。 所が、 瓶の 口から は、 芬々 たる 酒 香が、 間 

断な く、 劉の 鼻 を 襲って 来る。 しかも、 気のせい か、 



その 酒 香が、 一分 毎に、 益々 高くな つて 来る やうな 心 

もちさへ する。 劉 は、 せめて、 瓶 だけで も 見ようと 思 

つて、 眼 を あけた。 上 眼 を 使って 見る と、 瓶の 口と、 

応 楊に ふくれた 胴の 半分ば かりが、 眼に はいる。 眼に 

はいるの は、 それだけ であるが、 同時に、 劉の 想像に 

き ん 

は、 その 瓶のう す 暗い 内部に、 黄金の やうな 色 をした 

たた ようす 

酒の なみ/ \ と湛 へて ゐる容 子が、 浮んで 来た。 思 は 

ず、 ひびの 出来た 唇 を、 乾いた 舌で 舐め ま はして 見た 

けしき 

が、 唾の 湧く 気色 は、 更にない。 汗 さへ 今では、 日に 

干されて、 前の やうに は、 流れ なくなって しまった。 

め まひ 

すると、 はげしい 眩暈が、 つづいて、 二三 度 起った。 



頭痛 はさつ きから、 しっきり なしにして ゐる。 劉 は、 

うち 

心の中で 愈、 蛮 僧 を 怨めしく 思った。 それから 又 何故、 

自分と も ある ものが、 あんな 人間の 口車に 乗って、 こ 

んな 莫迦げ た 苦しみ をす るの だら うと も 思った。 その 

うちに、 喉 は、 益々、 渴 いて 来る。 胸 は 妙に むかつい 

て 来る。 もう 我慢に も、 ぢっ として は ゐられ ない。 そ 

こで 劉 はとうく 思 切って、 枕 もとの 蛮 僧に、 療治の 

中止 を 申込む つもりで、 喘ぎながら、 口 を 開いた。 I 

すると、 その 途端で ある。 劉 は、 何とも 知れない 

かたまり 

塊 が、 少し づゝ 胸から 喉へ 這 ひ 上って 来る の を 感じ 



て、 劉の 体に か、 つて ゐる、 細引 を 解き はじめた。 も 

う、 酒 虫が 出た から、 安心し ろと 云 ふので ある。 

- つめ 

「出ました かな ご 劉 は、 呻く やうに かう 云って、 ふら 

ふらす る 頭 を 起しながら、 物珍し さの 余り、 喉の 渴ぃ 

たの も 忘れて、 裸の まま、 瓶の 側へ 這 ひよ つた。 それ 

と 見る と、 孫 先生 も、 白羽 扇で 日 をよ けながら、 急い 

で、 二人の 方へ やって来る。 さて、 三人 揃って 瓶の 中 

しゅで い さんしゃ うう を 

を視 きこむ と、 肉の 色が 朱 泥に 似た、 小さな 山椒魚 の 

やうな ものが、 酒の 中 を 泳いで ゐる。 長さ は、 三寸ば 

かりで あらう。 口 も あれば、 眼 も ある。 どうやら、 泳 

ぎながら、 酒 を 飲んで ゐる らしい。 劉 はこれ を 見る と 



これ は、 誰に でも 起り やすい 疑問で ある。 現に この 疑 

問 は、 長 山に 住んで ゐる、 あらゆる 職業の 人人に よつ 

て 繰 返され、 且、 それらの 人人の 口から、 あらゆる 種 

類の 答 を 与 へられた。 今、 ここに 挙げる 三つの 答 も、 

実は その 中から、 最、 代表的な もの を 選んだ のに 過ぎ 

ない。 

第一 の 答。 酒 虫 は、 劉の 福であって、 劉の 病で はな 

たま.. f.- あんぐ 

い。 偶 、 暗愚の 蛮 僧に 遇った 為に、 好んで、 この 天 

与の 福 を 失 ふやうな 事に なった ので ある。 

第二の 答。 酒 虫 は、 劉の 病であって、 劉の 福で はな 

い。 何故と 云へば、 一 飲 一 甕を尽 すな どと 云 ふ 事 は、 



の 健康な り 家産な りが、 失 はれた の も、 至極、 当然な 

話で あらう。 

これらの 答の 中で、 どれが、 最 よく、 当 を 得て ゐる 

か、 それ は 自分に も わからない。 自分 は、 唯、 支那の 

小説家の Didacticism に 倣って、 かう 云 ふ 道徳的な 判 

断 を、 この 話の 最後に、 列挙して 見た まで、 ある。 

—— 五 年 四月 —— 
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